
記者からの質問等（5件） 

 

Ｑ：山梨日日新聞社 

コストコ開業から 4月で 1年となりますが、現状、その周辺の状況について

市への観光客の波及を含めた受けとめの状況を伺います。 

   

Ａ：総合政策部長 

  インターチェンジ周辺整備事業は中央エリアの公募を開始し、複数社から応

募があるので、今後選定を行っていきます。東西エリアは現在、事業スキーム

の構築を委託しています。スキームができ次第、地権者の皆さまと協議します。

予算には、支援事業などを盛り込んでおります。 

 

Ｑ：山梨日日新聞社 

  新鏡中条橋の具体的なルートの検討の着手は、他の自治体と連携しながらど

のようなスキームでやってゆくのか伺います。 

 

Ａ：総合政策部長 

  新鏡中条橋は各市町と検討しているところで、今後協議をしながら場所など

を決めてゆく予定です。 

 

Ｑ：山梨放送 

  道の駅構想について、本年度の構想策定はどこまで決まっているのか伺いま

す。 

 

Ａ：市長 

  道の駅は当初の計画では具体的な話はなく、市が所有している 0.7haの場所

へ交通ハブ機能をつくろうということでした。道の駅は特に中高年の方に人気

がありますので、フモットを力強く訴えるために取り組もうということになり

ました。 

  基本的には、道の駅の建物としては、トイレ、休憩所、観光案内所を兼ねた

建物をつくるという構想で進んでおります。 

：副市長 

  場所は具体的には現在の臨時駐車場を中心とし、地域交流エリアと合算した

中で道の駅の要件を満たして、一帯を道の駅としてゆく予定です。 

 

Ｑ：山梨放送 

  道の駅構想を含めてフモット周辺の開発が進んでいますが、市への効果は現

在どのように受け止めているのか伺います。 

 



Ａ：市長 

  コストコは非常に好調で売り上げ予想の 1.5倍になっているそうです。開店

当初は県外が 2割に満たない状況でしたが、昨年の年末の土日などは半分近く

が県外から訪れており、今後も県外からの来店客が増えてゆくように思われま

す。そういった効果もあり、ＪＡの直売所や富士川町の道の駅なども来客が増

えているとのことで、周辺に相乗効果を出していると聞いています。 

 

Ｑ：山梨放送 

  小中学校卒業新生活応援事業は来年度から初めて行う取り組みなのか、金額

設定はどういったことを想定して決定されたのか伺います。 

 

Ａ：総合政策部長 

  この事業は市長公約の子ども応援として令和８年度に新たに取り組む事業

です。金額は財政状況を勘案して決定しています。 

 

以上 

 


